
《エネルギー（その２１）》 
  
 「諸外国のエネルギー事情 ～中国～」 
 
 
 今回から、諸外国のエネルギー事情をできるだけデータに基づいて考えていきたい

と思います。第１回目として中国を取上げます。ところで海外の状況をより具体的に

イメージするためには、常に日本社会の現状を踏まえて考えることが有効と思います。 
 
 
人口           １億１６２８万人（２００１年３月３１日現在） 
面積           ３７万７８７３ｋｍ２ 
国民総所得        ４兆５１９１億ドル 
１人当たりの国民総所得  ３万５６２０ドル（２０００年） 
輸入額          ３７９５億ドル 
輸出額          ４７９２億ドル 
二酸化炭素排出量     ９．０ｔ／人（１９９８年） 
自動車台数        ７００３万台（１９９９年） 
エネルギー総供給量    ５億１０００万ｔ（石油換算）（１９９８年） 
エネルギー自給率     ４％（原子力除く） 
             ２０％（原子力含む） 
 
 
日本のエネルギー供給構成 
 
    石油換算（１００万ｔ）    国内構成比（％） 
 
天然ガス   ６０            １２ 
石油    ２２６            ４４ 
石炭     ８５            １７ 
水力      ８             ２ 
原子力    ８７            １７ 
その他    ４６             ９ 
 
合計    ５１０          
 



日本の電力供給構成（１９９９） 単位（％） 
 
石炭    ２０％  
石油    １６％  
天然ガス  ２０％ 
原子力   ３９％ 
水力     ４％ 
その他    １％ 
 
(出典:集英社、世界情報アトラス 2003, Energy Balance of OECD Countries(2001)) 
 
 
中国の基礎データは以下のとおりです。 
 
人口          １２億６５８３万人（２０００年） （日本の約１１倍） 
面積          ９６０万７８７３ｋｍ２      （日本の約２５倍） 
国民総所得       １兆６２９億ドル         （日本の約２５％） 
１人当たりの国民総所得 ８４０ドル（２０００年）     （日本の約２．５％） 
輸入額         ２２５１億ドル（２０００年）   （日本の約６０％） 
輸出額         ２４９３億ドル（２０００年）   （日本の約５０％） 
二酸化炭素排出量    ２．５ｔ／人（１９９８年）    （日本の約２８％） 
自動車台数       １２８３万台（１９９８年）    （日本の約１８％）  
エネルギー総供給量   １０億３１００万ｔ（石油換算）  （日本の約２倍） 
エネルギー自給率    約９５％  
             
( 出 典 : 集 英 社 、 世 界 情 報 ア ト ラ ス 2003, Energy Balance of non-OECD 
Countries(2001) 
 
 
 中国は米国に次ぐ世界第２位のエネルギー消費国となっています。エネルギー供給

面では、豊富な国内石炭資源を有し、エネルギー消費を支える主要燃料となっており、

エネルギー消費に占める石炭の割合は５７％に達しています。 
  
中国の一次エネルギー供給構成（１９９９） 単位（％） 
 
天然ガス         ２．４  
石油          １７．４   
石炭          ５７．３ 
水力           １．６ 
原子力          ０．４ 
地熱／太陽エネルギー    － 



その他＊        １９．６ 
合計         １００．０ 
 
(出典: http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/energy/pdfs/toukei_e_1.pdf) 
*その他は再生可能燃料と呼ばれるもので主にバイオ燃料ですが、詳細は不明です。 
中国の電力生産構成（２０００） 単位（％） 
 
石炭     ７７．９  
石油      ３．３  
天然ガス    １．３ 
原子力     １．２ 
水力     １６．２ 
その他      － 
 
(出典:http://www.jepic.or.jp/overseas/data/index03.html) 
 
 
確認資源量および推定潜在量 
 
石炭    １１４５億トン 
水力    １．９２兆ｋＷｈ 
原子力   ２．５兆ｋＷｈ相当（６．４万ｔ－Ｕ） 
石油    ２０３億ｍ３ 
天然ガス  ２．２兆ｍ３ 
風力    １５万ｋＷ（１９９７年） 
太陽    ６０万ｋＷ（１９９７年） 
 
 
 平松茂雄(杏林大学社会科学部教授)(http://www.glocom.ac.jp/eco/esena/resource/)
によると、中国のエネルギー需給構造は、石炭を主体とする自給自足型であると特徴

付けることができ、大規模な陸上および海底の石油資源開発が実現しないかぎり、こ

の構造は今後も長期にわたって持続すると考えられています。この捉え方は上記デー

タからも理解できます。 
 
 中国の石炭依存による弊害として重大な環境汚染が指摘されています。酸性雨の範

囲・面積は年々拡大しているようです。これは中国の発電所に脱硫装置がついていな

いことに起因し、イオウ酸化物（ＳＯ２）の排出量が非常に多い状況にあります。ま

た石炭等の化石燃料消費の増加に伴い、ＣＯ２排出の世界に対するシエアは９２年の

１１％から２０１０には１８％に上昇すると見込まれています。イオウ酸化物による

酸性雨の問題は日本にも直接影響があります。 
(出典: http://www.asianclub.or.jp/monthly/4/getu4.html) 



 以上のようなデータから中国のエネルギー事情を整理すると以下のとおりです。 
 
（１）一次エネルギー供給の中心は石炭（約６０％） 
（２）２０００年のエネルギー自給率は約９５％ 
（３）石油への依存度は約２０％ 
（４）電力生産の中心も石炭（約８０％） 
（５）水力および原子力発電の拡大を模索中 
（６）国内保有資源量は豊富で今後も自給自足型を維持 
（７）酸性雨を始めとする環境問題は深刻 
 
 今後、中国のエネルギー事情がどのような方向に向かっているのかという点は、隣

国の日本としては無関係ではありません。電力供給面では石炭依存から脱却するため、

水力発電や原子力発電が期待されています。水力では長江中流に建設中の三峡ダムの

開発があります。三峡ダムの工事は１９９４年末に着工され、２００９年頃に完成の

予定です。このダムには７０万ｋＷユニットを２６基の建設が計画されており、中国

の総発電電力量の約６％が賄われる見通しです。 
 
 原子力発電所は２００２年に新たに３基の原子炉が運転を開始した結果、２００２

年末現在、広東省に１００万ｋＷクラスの原子炉３基、上海市近郊に３０万～７０万

ｋＷの原子炉が３基、合計６基が運転中となっています。この他に６０万～１００万

ｋＷクラスの原子炉５基の建設が進められており、このうち３基は２００３年中に運

転が開始が見込まれています。 
 
 
 酸性雨等の環境問題は日本にとっても無関係ではありませんが、環境保全よりも経

済成長が優先となるのは、日本でも１９５５年から７４年にかけて経済成長率が年平

均１０％と驚異的に高かった高度成長期に経験済みの出来事です。今後の中国の経済

発展に対し、同様な時期を経験した隣国として押し付けとはならない形でどのような

役割を果たせるか、を考えることは重要な課題と感じています。 
 

(２００３年３月１５日配信内容を改訂) 


